
山武市社会福祉協議会 KIZUNA

主 な も く じ
年頭のご挨拶・職員募集   ２
ボランティア活動紹介   ３
第19回山武市社会福祉大会   ４・５
地域だより �  ６・７
生活支援体制整備事業ニュース�� �８

ボランティア活動発表会のお知らせ・チャリティイベント報告�� �９
ボランティアセンター・事業所紹介�� �10
ゴールドクラブ・身障福祉会�� �11
インフォメーション�� �12

第
2025年

号75

新年号

地域の善意をあつめて さんぶの森中央会館にて（11/3）
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年
頭
の
ご
挨
拶

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

並
木
三
喜
男

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

輝
か
し
い
令
和
七
年
の
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
当
協
議
会
は
じ
め
地
域
社
会
福
祉
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
記
録
的
な
集
中
豪
雨

が
各
地
に
発
生
し
ま
し
た
が
、被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

　

国
内
景
気
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
人
件
費

燃
料
費
の
高
騰
か
ら
日
用
品
・
食
料
品
の
値
上
げ
続
き
で
す
。

　

生
活
必
需
品
や
医
療
関
係
費
の
値
上
げ
は
、
私
達
の
生
活
に
直
接

響
い
て
き
ま
す
。消
費
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
私
共
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
行
事
復
活
等
々
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
、
地
区
社
協
を
中
心
に

推
進
し
て
参
リ
ま
し
た
。
福
祉
関
係
の
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
人
と
人
・
人
と
地
域
が
繋
が
り

支
え
合
う『
地
域
共
生
社
会
』の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
三
年
目
で『
誰
も
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』を
基
本
理
念

に
、市
民
の
皆
様
と
共
に
、福
祉
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

頂
き
つ
つ
市
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
が
皆
さ
ま
に
健
や
か
で
よ
り
素
晴
ら
し
く
明
る
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

山武市社会福祉協議会では、令和７年４月１日付け採用予定の職員を募集します。
福祉の仕事に情熱のある方、これまでの学びや経験を福祉の仕事に活かしたいという
意欲のある方、これからチャレンジしてみたい方も歓迎いたします。

職　　種　　社会福祉協議会に関する業務全般
採 用 日　　令和７年４月１日
採用人数　　１人
受験資格　　�平成元年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校以上を卒

業した方
試 験 日　　令和７年２月９日（日）　午前10時
試験会場　　山武市社会福祉協議会
応募受付期間　　令和７年１月６日（月）から令和７年１月29日（水）＊必着
＊�詳細のご案内及び申込書など、詳しくは本会で配布する募集要領をご覧ください。� �
ホームページからもダウンロードできます。

山武市社会福祉協議会正規職員採用試験案内
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私達は、80歳近くになったおばあちゃん 8人組です。私達が住んでいる地域は、以前
は山武郡蓮沼村でしたが、平成 18年に 3町 1村が合併し山武市になり、現在は山武市
蓮沼の川下区になります。私達が住む川下区には古くから観音堂があり、代々近所のお
ばあちゃん達が集まって掃除をしてくれていましたが、私達の前に観音堂の掃除をして
くれていたおばあちゃん達が高齢となり、身体に限界がきたとのことで、私たち 8人が
引き継ぐことになってから、13年余りが経ちます。
毎月1日に8時から8時半頃集まって、敷地内の草取り、掃き掃除、本堂の中の掃除、
花の取りかえなどを行っていますが、皆80歳近くになってくると体力の衰えを感じます。
それでも、掃除が終わった後、皆でお茶を飲みながら話しをする団らんの時間が楽しく
て、「また来月も頑張ろうね。」と言いながら、もう少し皆で続けていこうと思っています。
ばあちゃん 8人組ファイト！元気が湧いてきます。
� 代表　伊藤　豊子

悪天候が続いていましたがポッカリと暖かな日差しになった 11月１日、観音堂の掃
除をするというので取材に出掛けてみました。この川下の観音堂は道を一本隔てると横
芝光町と云う所にあり、昔は沢山の出店がでるほどのお祭りでにぎわい、地域の人々を
守る心の拠り所となっていたそうです。取材をしたその日も沢山の落ち葉や草も皆さん
の慣れた手に掛かるとあっという間にきれいになっていました。終了後のお茶にも参加
させていただき、賑やかな女子会で楽しいひとときでした。
� 広報委員　古川　光

地域を守る観音様にお掃除でお礼
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11
月
19
日
に
成
東
文
化
会
館
を
会
場
に
、

第
19
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰

を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
・
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
２
団
体
か
ら
地
域
活
動

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
南
郷
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
は
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
活

動
内
容
や
写
真
を
映
し
、
具
体
的
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ

ま
わ
り
」
か
ら
は
、
活
動
報
告
の
後
、
会
員

か
ら
の
手
話
を
し
な
が
ら
の
経
験
談
に
、
会

場
の
皆
さ
ん
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
日
頃
か
ら
地
域
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
を
込
め
「
お
た
の
し

み
抽
選
会
」
を
行
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》

　

石
渡　

恵
子
（
成
東
地
区
）

　

田
澤　
　

信
（
成
東
地
区
）

　

浅
野　

和
義
（
大
富
地
区
）

　

鈴
木　

良
一
（
南
郷
地
区
）

　

今
井　

治
男
（
鳴
浜
地
区
）

　

藤
代　

竹
子
（
鳴
浜
地
区
）

　

伊
藤　

和
一
（
緑
海
地
区
）

　

雲
地　

英
子
（
睦
岡
地
区
）

　

川
面
よ
し
子
（
睦
岡
地
区
）

　

並
木　
　

誠
（
睦
岡
地
区
）

　

岩
井　

弥
生
（
山
武
北
地
区
）

　

並
木　

清
治
（
日
向
東
地
区
）

　

佐
久
間　

功
（
日
向
西
地
区
）

　

涌
井　

洋
子
（
日
向
西
地
区
）

　

宮
崎　

教
子
（
豊
岡
地
区
）

　

櫻
井　

美
鈴
（
豊
岡
地
区
）

　

太
田　

光
江
（
豊
岡
地
区
）

　

久
保
田
幸
代
（
松
尾
地
区
）

　

伊
藤
ひ
ろ
美
（
松
尾
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

　

山
﨑　

奈
美
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

　

横
田　

恵
子
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

　

松
苗　
　

誠
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

○�

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
付
団
体
・
個
人
》

　

レ
ス
ト
ラ
ン　

ヴ
ォ
ン
（
成
東
地
域
）

　

ウ
ィ
ザ
ー
ド
ク
ラ
ブ　
（
成
東
地
域
）

　

東
條　

良
昌
（
成
東
地
域
）

　

鵜
澤
美
代
子
（
成
東
地
域
）

　

平
山　

和
夫
（
成
東
地
域
）

　

松
村
三
陽
子
（
山
武
地
域
）

《
役
員
退
任
者
》

（故）
　

髙
木　

壽
（
成
東
地
域
）

《
協
力
会
員
退
会
者
》

　

土
屋　

和
子
（
蓮
沼
地
域
）

　

漆
戸　
　

洋
（
蓮
沼
地
域
）

　

善
塔　
　

雄
（
蓮
沼
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》

　

水
巻　

貞
二
（
大
富
地
区
）

　

高
橋　

和
平
（
南
郷
地
区
）

　

田
所　
　

享
（
鳴
浜
地
区
）

　

加
藤　

千
惠
（
鳴
浜
地
区
）

　

兼
子　

和
子
（
日
向
西
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》

　

さ
ん
ぶ
木
こ
り
隊
（
山
武
地
域
）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
金
第
一
団（
松
尾
地
域
）

　

小
川　

信
子
（
成
東
地
域
）

　

中
野　

英
敏
（
成
東
地
域
）

《
生
活
支
援
員
》

　

池
田　
　

浩
（
山
武
地
域
）

　

石
橋
千
代
子
（
松
尾
地
域
）

　《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
》

　

富
口
十
区　
　
（
成
東
地
域
）

　

本
須
賀
第
二
区
（
成
東
地
域
）

　

南
九
区　
　
　
（
蓮
沼
地
域
）

　

祝
田
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

　

松
尾
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

○�

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者

《
活
動
功
労
者
》

　

加
藤　

好
美
（
大
木
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》

　

下
町
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

古
俣　

新
伍
）

　

大
木
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

加
藤　

好
美
）

○
山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

　
感
謝
状
贈
呈
者

　

大
堀　

英
司（
日
向
Ｎ
Ｔ
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

　

木
村　

滋
彦（
日
向
Ｎ
Ｔ
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

　

西
川　

花
子

　

小
高　

光
子
（
南
浜
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

　

佐
藤　

秀
美
（
琴
平
長
寿
会
）

地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

《
作
文
の
部
》

◆
最
優
秀
賞

　
思
い
や
り
と
幸
せ
の
く
ら
し

　
　

緑
海
小
４
年

　
　
　

五
木
田
　
星
音

　　

ぼ
く
た
ち
が
生
活
す
る
社
会
に
は
、
た
く
さ

ん
の
人
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

は
ち
が
う
考
え
を
も
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

感
じ
方
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
た
が

い
に
そ
の
人
の
気
持
ち
を
り
か
い
し
、
助
け
合

う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
の
家
族
は
六
人
家
族
で
す
。
人
数
が
多

い
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
す
。
け
ん
か

を
し
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
ぼ
く
は
家

族
み
ん
な
が
と
て
も
大
切
な
の
で
、
な
か
よ
く
、

楽
し
く
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
思
い
や
り
」の
心
を
も
つ
事

が
必
要
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
や

第第
1919
回回

山
武
市
社
会
福
祉
大
会

山
武
市
社
会
福
祉
大
会
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さ
し
く
せ
っ
す
る
事
が
、
み
ん
な
が
な
か
よ
く

生
活
す
る
ひ
け
つ
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
は
、
学
校
生
活
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
。

休
み
時
間
に
一
人
で
い
た
と
き
、
友
達
が
、

「
あ
そ
ぼ
う
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
短
い
言
葉
の
中

に
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
見
え
て
、
う
れ
し

か
っ
た
の
を
今
で
も
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
友
達

が
悲
し
ん
で
い
る
時
に
、「
ど
う
し
た
の
。」
と

声
を
か
け
て
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
思
い
や
り

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
こ
ま
っ
た
時
、

だ
れ
か
が
助
け
て
く
れ
た
ら
、
と
て
も
う
れ
し

く
感
じ
ま
す
。
自
分
も
他
の
人
を
助
け
る
こ
と

で
、
そ
の
人
を
え
が
お
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

友
達
や
家
族
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
幸
せ
な
気

持
ち
に
も
な
れ
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
」は
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
た

り
、
電
車
な
ど
で
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
す
る
こ
と

で
す
。
そ
う
し
た
小
さ
な
一
つ
一
つ
の
行
動
が
、

み
ん
な
の
心
を
温
か
く
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
幸
せ
な
く
ら
し

は
、
生
活
の
中
の
小
さ
な
よ
ろ
こ
び
や
お
だ
や

か
な
時
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
家
族
い
っ
し
ょ
に
そ
ろ
っ
て
ご
飯
を
食

べ
た
り
、
話
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
わ
ら
い
合
っ
た

り
、
同
じ
空
間
で
本
を
読
ん
だ
り
、
な
に
げ
な

い
に
ち
じ
ょ
う
の
生
活
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん

の
幸
せ
が
か
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
気

づ
き
、「
思
い
や
り
」を
も
っ
て
家
族
に
せ
っ
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
こ
と
も
、
幸
せ
な
く
ら
し
に
、か
か
せ
な
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。
家
族
や
友
達
、
自
分
と
か

か
わ
る
人
と
の
関
係
は
、
ぼ
く
を
さ
さ
え
て
く

れ
た
り
、こ
ま
っ
た
時
に
は
力
を
か
し
、
助
け
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
人
達
へ
の
感
し
ゃ
の

気
持
ち
を
い
つ
も
わ
す
れ
ず
、
人
に
や
さ
し
く

し
て
い
き
た
い
で
す
。
思
い
や
り
を
も
つ
事
で
、

自
分
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
、
こ
の

心
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
み
ん

な
が
楽
し
く
幸
せ
に
す
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
ら
、へ
い
わ
で
安
心
し
て
く

ら
せ
る
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◆
優
秀
賞

カ
ベ
が
な
い
世
界

	
	

成
東
中
２
年
　
　
田
山
　
柚
杏

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

	
	
鳴
浜
小
６
年
　
　
古
俣
　
翔
貴

《
標
語
の
部
》

◆
最
優
秀
賞

わ
た
し
発
　
思
い
や
り
バ
ス
は
　
み
ん
な
行
き

　
　

大
富
小
４
年

　
　
　
　
根
本
　
千
寿

◆
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
で
　
ま
ち
は
笑
顔
に
　
包
ま
れ
る

	

山
武
北
小
５
年
　
土
井
咲
太
朗

手
を
つ
な
ぎ
　
お
互
い
さ
ま
が
　
愛
言
葉

	

松
尾
小
５
年　

太
田
　
晃
雅

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

◆
最
優
秀
賞

　
　

南
郷
小
５
年

　
　
　
　
武
石
　
莉
桜

◆
優
秀
賞

　
　
　

　
　
　

　
受
賞

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

	

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
74
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

	

（
令
和
６
年
11
月
14
日
開
催
）

〇
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
関
係
役
職
員
功
労
》

　

石
井　

鮎
美
（
日
向
保
育
園
）

　

竹
内　

寛
幸（
山
武
市
成
東
福
祉
作
業
所
）

〇
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

《
各
種
基
金
等
寄
付
者
》

　

三
水
鐵
工
株
式
会
社
（
松
尾
地
域
）

〇
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
状

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

南
浜
北
区
（
蓮
沼
地
域
）

〇
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

上
町
区
（
成
東
地
域
）

　

上
里
区
（
成
東
地
域
）

　

富
口
十
一
区
（
成
東
地
域
）

　

寿
町
区
（
松
尾
地
域
）

　

松
尾
区
（
松
尾
地
域
）

令
和
６
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

	

（
令
和
６
年
11
月
26
日
開
催
）

〇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

《
社
会
福
祉
協
議
会・民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
》

　

阿
部　

育
夫（
山
武
市
山
武
福
祉
作
業
所
）

　

若
林
美
智
代（
山
武
市
松
尾
福
祉
作
業
所
）

松尾小４年
　　鵜澤　咲愛



成東地域

山武地域
　

蓮沼地域

松尾地域

社協会報 6

健康福祉まつりに思うこと・地域フォーラムについて

はんやの祭り

去
る
、
10
月
20
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
が
、

昨
年
に
続
き
天
候
不
良
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

皆
様
ひ
と
月
以
上
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
が
残
念
に

思
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
皆
さ
ん
も
、
非
常
に
残
念
に
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
員
で
知
恵

を
絞
っ
て
中
止
以
外
の
代
案
を
考

え
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
同
日
、
同

場
所
に
て
室
内
で
開
催
で
き
な
い

か
等
…
。
も
ち
ろ
ん
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
で
。

実
は
、
今
回
の
寄
稿
は
福
祉
ま
つ

り
に
関
し
て
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

去
る
９
月
11
日
に
成
東
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
と
し
て
開
催
し
た
事
業
で
、

地
域
を
限
定
し
て
行
っ
て
い
る
、地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
姫
島
地
区
の
75
歳
以
上

の
お
一
人
暮
ら
し
を
対
象
に
姫
島
公

民
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者

は
、姫
島
地
区
役
員
３
人
・
お
一
人
暮

ら
し
11
人
・
地
区
社
協
役
員
５
人
の

計
19
人
で
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
①

振
込
サ
ギ
講
座（
山
武
警
察
生
活
安

全
課
）②
民
謡（
ア
ザ
ミ
の
会
）③
食

事
会
で
２
時
間
30
分
で
し
た
。

出
席
者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
、楽
し
い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

成
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　
　

�

　
　

会
長　

金
子　

謙
吉

10
月
の
中
旬
、
６
年
ぶ
り
と
な
る

４
地
区
合
同
の「
埴
谷
日
吉
神
社
祭

礼
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
氏
子
神
社

の
日
吉
神
社
よ
り
獅
子
宮
、
神
輿
を

連
ね
て
、「
通
り
囃
子
」を
奏
で
な
が

ら
区
域
内
の
渡
御（
村
廻
り
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
、
井
之
上
地
区
の
獅
子

宮
を
先
頭
に
諸
木
内
地
区
、
神
輿
、

宿
地
区
が
列
を
作
り
順
番
を
変
え

な
が
ら
日
没
ま
で
町
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
神
輿
は
寺
ヶ
台
地
区
の
若

者
達
が
白
丁
装
束
で
担
ぐ
の
が
習

わ
し
で
す
。
道
中
、
囃
子
の
音
は
止

む
こ
と
が
無
く
、
神
輿
は
激
し
く
も

ま
れ
、
幾
度
と
な
く
宙
に
舞
い
ま
し

た
。
久
し
振
り
の
祭
り
に
囃
子
の
間

に
入
る「
ヤ
ッ
サ
、
ヤ
ッ
サ
」
の
間

の
手
に
も
気
合
い
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
通
称「
は
ん
や
の
祭
り
」

も
今
年
は
宵
祭
り
を
行
わ
ず
１
日

だ
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
代
と
共

に
形
態
が
変
わ
っ
て
い
く
の
は
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
く
か
ら
伝

承
さ
れ
、
地
域
の
生
活
に
根
ざ
し
た

こ
の
祭
り
は
今
後
も
続
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

�

広
報
委
員　

小
川　

純お囃しと３地区の頭出し
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
幕
開
け
で
す
。
昨
年

は
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

そ
し
て
９
月
に
は
能
登
地
方
や
東
北

地
方
、そ
し
て
九
州
で
も
豪
雨
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

方
々
、親
類
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い
る

方
々
に
は
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
し

た
。
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

さ
て
、
私
た
ち
蓮
沼
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
で
は「
敬
老
ふ
れ
あ
い
会
」

を
１
２
０
人
ほ
ど
の
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
10
月
３
日
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

例
年
で
は
、山
武
警
察
署
か
ら
の
出

前
交
通
安
全
の
お
話
で
し
た
が
、今
年

は
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に

防
災
に
関
す
る
お
話
を
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。「
自
分
の

命
は
自
分
で

守
る
」と
の
お

話
で
し
た
。命

が
あ
れ
ば
後

は
他
人
の
手

助
け
も
出
来

る
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
か
わ
い
ら
し
い
保
育

園
児
の
お
遊
戯
や
地
元
有
志
の
人
た

ち
の
カ
ラ
オ
ケ
、舞
踊
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

地
元
出
身
で
三
味
線
奏
者　

石
橋

拓
道
さ
ん（
三
味
線
歴
25
年
）の
津
軽

三
味
線
、弦
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
音
色

に
は
、東
北
地
方
の
力
強
さ
、物
悲
し

さ
を
訴
え
て
い
る
よ
う
な
響
き
が
あ

り
ま
し
た
。

最
後
は
、
南
条
忠
夫
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
と
続
き
花
束
贈
呈
の
あ
と
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し
た
。参

加
さ
れ
た
お
客
様
に
は
、大
変
よ
ろ
こ

ん
で
い
た
だ
き
、
帰
り
際
に「
と
て
も

よ
か
っ
た
よ
！
あ
り
が
と
う
」と
か「
た

の
し
か
っ
た
よ
、ま
た
頼
み
ま
す
！
」と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

蓮
沼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

秋
葉
千
恵
子

学び楽しむ『敬老ふれあい会』

大平地区　日帰り会食会

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
7
年
の
幕
開
け
で
す
。
今
年

も
昨
年
に
も
増
し
て
社
会
福
祉
活

動
に
熱
心
に
励
む
つ
も
り
で
福
祉

推
進
員
一
同
、
心
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

昨
年
の
事
業
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
見
守
り
・
花
配
り
を
皮
切
り

に
、
こ
ど
も
園
の
花
植
え
で
終
了
し

ま
し
た
。
今
年
も
同
様
、
地
域
の
対

象
者
の
参
加
を
増
や
す
た
め
福
祉

推
進
員
一
人
ひ
と
り
が
声
か
け
に

精
出
し
、
元
気
で
楽
し
い
事
業
を
計

画
実
施
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
令
和
６
年
10
月
８
日
〝
日
帰
り

会
食
会
〟
を
実

行
し
ま
し
た
。

生

憎

の

天

候

（
小
雨
）
に
も

関
わ
ら
ず
多
数

の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
場
所

は
、
長
生
村
に

在
る
〝
太
陽
の

里
〟
温
泉
・
食

事
・

カ

ラ

オ

ケ
・
大
衆
演
劇
等
々
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性

陣
は
、
温
泉
よ
り
食
事
、
カ
ラ
オ
ケ
、

演
劇
鑑
賞
で
時
間
を
楽
し
ま
れ
て

お
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

今
後
は
、
残
り
事
業
の
世
代
間
交

流
（
ボ
ッ
チ
ャ
）、
大
平
こ
ど
も
園
花

植
え
活
動
と
続
き
ま
す
。
福
祉
推
進

員
一
同
元
気
に
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

福
祉
推
進
員　

井
部　

ミ
サ
ヲ



お問合せ先：地域福祉推進係 TEL 0475-82-7102 （SC、須田・佐久間・伊東） 

“測定会サポーター”として活躍してみませんか？

サポーター募集中！  ～ 自分のために ＋
プラス

みんなのために ～ 
Q　測定会にサポーターとして関わり、よかったところは？

　Aさん

　　健康に関する知識が増えたり、一緒にいる理学療法士や管理栄

　　養士さんなどの専門職の方にアドバイスいただけるところ。

　　あと、自分の不安解消にもなり健康意識も高まりましたね♪

　Bさん

　　測定の意味が分かると、地域のお友達をお誘いして喜ばれまし

　　た。友達を迎えるように接することで楽しみながら

　　さぽーとしています。

SCは、地域の高齢者が自分らしく生きが
いを持ち、健康で暮らし続けることを
応援しています！

SCは、地域の高齢者が自分らしく生きが
いを持ち、健康で暮らし続けることを
応援しています！

生活支援コーディネーター（通称：ＳＣ）は、生活支援コーディネーター（通称：ＳＣ）は、生活支援コーディネーター（通称：ＳＣ）は、生活支援コーディネーター（通称：ＳＣ）は、
（転倒骨折予防
プロジェクト）

（転倒骨折予防
プロジェクト）

（転倒骨折予防
プロジェクト）

（転倒骨折予防
プロジェクト）

生活機能モニタリング測定会（わたしの健康プラス）を生活機能モニタリング測定会（わたしの健康プラス）を生活機能モニタリング測定会（わたしの健康プラス）を生活機能モニタリング測定会（わたしの健康プラス）を

応援しています♪応援しています♪応援しています♪応援しています♪

①　足腰に不安を感じ始めている方や、日常
　　生活で転ぶ不安を少しでも感じている方！
②　以前より外出する機会が減っている方！
③　過去１年間に転倒経験がある方

社協会報 8

生活支援体制整備事業　ニュース第３１報生活支援体制整備事業　ニュース第３１報

生活機能の測定

受付と問診 結果のお返し12項目の
測定

動けるつもりでいませんか？

筑波大学との提携により、筋肉量や骨の強さなど生活や仕事で必要な機能をみます。
いまの状態を維持するヒントが見つかります。

※所要時間は 1～ 1.5 時間です。

筋肉量や骨の強さを
測ります。

簡単な検査で、腕や
足腰の強さを測ります。

声の出しやすさや飲み
込む力などを測ります。

生活視力や手先の動か
しやすさを測ります。

転びそうになっても
立て直せる力や姿勢を
保つ力を測ります。

結果をまとめて、自分
でできる対処法を見つ
けるお手伝いをします。

測定結果は、評価とアド
バイスを分かリやすくま
とめた「3 ツ星チェック
と自己管理のポイントの
一覧表」でお渡しします。
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令和６年度

入場無料

手品 午前中【１部】
～聞いて楽しむ～
10：00～12：30
色んな楽器の
演奏を聞こう！

午後【２部】
～見て楽しむ～
1：30～3：30

ダンス、パントマイム
昔話、パネルシアター

朗読劇など

2025.2月2日（日） 成東文化会館のぎくプラザ

お問合せ先：山武市ボランティア連絡協議会
事務局　山武市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター
TEL 0475-89-2121  FAX 0475-89-2966

＜ゴルフ＞
　10月17日（木）、山田ゴルフ倶楽部を会場に開催されました。昨年は土
砂崩れの影響により中止となりましたが、今年度は73名のご参加をい
ただくことが出来ました。
〇チャリティ寄付金　　99,520円
〇協賛企業（順不同敬称略）
　�梅一輪酒造株式会社、大髙醤油株式会社、合資会社寒菊銘醸、二木ゴルフ東金店、株式会社八起産業、
花の友株式会社、守屋酒造株式会社、有限会社津留八、伊藤製粉製麺株式会社、山田ゴルフ倶楽部、
　山武市内郵便局

＜グラウンドゴルフ＞
　11月12日（火）、成東総合運動公園にてチャリティグラウンドゴルフ
大会を開催しました。当日は124名の皆さまにご参加いただきました。
〇チャリティ寄付金　　26,217円
○協賛企業（敬称略）
　株式会社八起産業

　イベントにより集まったチャリティ寄付金は、福祉車両の購入に活用させていただきます。

チャリティイベント開催報告チャリティイベント開催報告

掘り出し物たくさん！バザーもあるよ！掘り出し物たくさん！バザーもあるよ！

ボランティア活動発表会ボランティア活動発表会

ご協賛いただきありがとうございました



連絡先　松尾福祉作業所　電話０４７９－８６－７２５０
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松尾福祉作業所では、現在13名の利用者が受注作業の仕事や、自主製品を製作し、
オライはすぬま等での販売をしています。
現在作業所（就労B型事業所）では、利用者の募集を行っています。
作業所で一緒に活動したい方、利用のご検討をしている方はいつでも見学出来

ますので、お気軽にお問合せください。
日頃より地域の方々には牛乳パックや生地の寄付をご協力頂き誠にありがとう
ございます。引き続き寄付の御協力をお願いします。

（松尾福祉作業所は障がいのある方が、作業訓練等の活動を行う福祉施設です。）
こんにちは !! 松尾福祉作業所です !!

ようこそ！山武市ボランティア・市民活動センターへ
山武市ボランティア・市民活動センターは、山武市社会福祉協議会組織の

一部として、ボランティアや市民活動に参加している皆さんの支援を中心に、
市内におけるボランティア・市民活動の推進を行っています。

また、市民の皆さん
の福祉教育推進支援を
行っています。

学校における総合学習、地域における福祉活動
体験や企業における福祉・ボランティア意識の向
上など、年齢・機関を問
わず、福祉教育に関する
相談にお答えします。

ぜひご相談ください。
お問合せ
山武市ボランティア・市民活動センター
〒289-1223　山武市埴谷1868-14
山武福祉センター内
TEL 0475-89-2121
HPアドレスhttps://sanmu-vc.jimdo.com/

主な業務内容
ボランティア・市民活動に関する
＊ 総合相談業務
＊ 情報の提供
＊ 人材の育成、プログラム開発
＊ 機器材の貸出し
＊ ボランティアの登録、保険の加入
＊ 関係機関との連絡調整及び協力
　　　　　　　　　　　　　　など

市内公共施設等に置いてあります。

あなたの
活動を応援！

利
用
者
募
集
中
！

簡単に作れる料理を一緒に作っています簡単に作れる料理を一緒に作っています
冷やしうどんを作りました冷やしうどんを作りました

レクリエーションレクリエーション作業の様子作業の様子調理実習調理実習

市内の事業所から組立や市内の事業所から組立や
袋入等の軽作業を行っています袋入等の軽作業を行っています

景品ゲットを目指して景品ゲットを目指して
ボッチャで競っていましたボッチャで競っていました

送迎もあります送迎もあります
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こころ・きらきら　ゴールドクラブだよりこころ・きらきら　ゴールドクラブだより
～ あなたも一緒に活動しませんか ～

山武市身体障害者福祉会山武市身体障害者福祉会

山武市ゴールドクラブ連合会では新規加入会員を募集しています。
活動の魅力� ・新しい仲間ができる・健康の保持増進になる・知識や経験が活かせる
� ・心の安らぎ、充実感が得られる・地域社会への貢献ができる

スポーツ大会
グラウンドゴルフの部
成東運動公園

芸能・カラオケ大会
成東文化会館

囲碁・将棋大会
成東老人福祉センター

親睦旅行
造幣局さいたま支局
見学など

スポーツ大会
ペタンクの部
成東運動公園

ご入会のお申し込みは
山武市ゴールドクラブ連合会
電話 ０４７５－８２－７１０２

山武市身体障害者福祉会は、身体に障がいがある方がお互いに協力し、励まし合い、理解を
深めながら親睦・交流を図り自立の道を目指すことを目的に設立されました。「障がいのある
人、ない人誰もが地域で明るく暮らすことができる」そんな社会の実現に向け活動しています。

☆山武地域福祉バザーへ参加
　11月3日（日）に山武地域の地区社協イベン
トに参加させていただき、“ミニバザー ”と“ボッ
チャ体験交流”のブースを出展しました。

身体障害者福祉会会員の斉藤くに子さんが、多年にわたり身体障害者相談員
としてご尽力いただいた功績により、『千葉県社会福祉功労者等に対する健康
福祉部長感謝状』が贈呈されました。斉藤さんおめでとうございます！

城西国際大学の看護学部生さんの協力で大盛況でした！！ 九十九里町など、他の地域の方との交流も深まりました。

☆山武地区スポレク（モルック）体験交流会を開催
　12月10日（火）は、ユニバーサルスポーツ“モ
ルック”を体験・競技するイベントを開催しまし
た。地元のモルック愛好会や聴覚障がい者のグ
ループと一緒に楽しい会になりました！



行
発
集
編 社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
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高齢化率

（前回より0.1％増）
3７.７％

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談 法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約可能です。当日受付できます。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

7月 休み 11日 18日 25日
8月 1日 8日 15日 22日
9月 5日 12日 19日 26日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

7月 休み 12日 19日 26日
8月 2日 9日 16日 23日
9月 6日 13日 休み 27日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所 成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

ご予約・お問合せ先 山武市社会福祉協議会　☎０４７５－８２－７１０２

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談 法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約可能です。当日受付できます。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

7月 休み 11日 18日 25日
8月 1日 8日 15日 22日
9月 5日 12日 19日 26日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

7月 休み 12日 19日 26日
8月 2日 9日 16日 23日
9月 6日 13日 休み 27日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所 成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

ご予約・お問合せ先 山武市社会福祉協議会　☎０４７５－８２－７１０２

PET CAP回収運動実施中！
～ペットキャップで世界のこどもにワクチンを届けよう～

令和6年6月12日～令和6年9月10日回収分

集まった個数 72,580個

重　　　　量 216.0Kg

ポリオワクチン21.6人分に
なりました

★現在までの総計★
833,340個ワクチン193.8人分

資源リサイクルへのご協力（順不同、敬称略）
（アルミ缶・ペットボトルキャップ古切手等）
健雀会／デリシャス21／今関則子／スマ健Lab／石井晴夫／
さくら会／脳トレ健康体操教室／山武市シルバー人材センター／
緑海地区社会福祉協議会／グループホームあおぞら／
蓮沼民生委員児童委員協議会

回収したペットキャップは、アルファ・ジャパン様（PETCAP運動）を
通じて世界のこどもにワクチンを日本委員会（JCV）へ寄付されます。

ご協力ありがとうございます

あけましておめでとうございます。
私は毎年「初日の出」を見に行く
事から一年が始まります。
「初日の出」は、年神様をいち早く

お迎えするために拝みに行く習慣と聞きました。
山武市内の海岸へも市内外から大勢の方が訪れ、
付近の道路が渋滞するほどです。

日の出時間は午前７時少し前で、水平線からの日
の出を見られた時は最高の瞬間、おもわず両手を合
わせ年神様に一年の幸せをお祈りします。
今年も皆様にとって良い年となりますようお祈り
します。

� 　広報委員　石橋　等

◆お金のご寄付
匿名�� �10,000円
匿名�� �50,000円
匿名�� �1,000,000円
和田地区テレビ共同受信施設組合�� �638円
東條成昌�� �70,000円
かぞく亭� �10,000円
手づくりグループKAI�代表�上遠野真木子� �3,000円
◆物品のご寄付
コミュニティケア街ねっと八街センター� �ゆで落花生40Kg
佐藤真由美�� �紙おむつ
農業組合法人さんぶ野菜ネットワーク�� �野菜
　サツマイモ78kg、大根68kg、人参98kg、小松菜5kg、ピーマン15kg
　菓子　チョコレート290g、油300g、のりの佃煮135g
匿名�� �そうめんだし（粉末）
匿名（2件）�� �日用品
匿名�� �ミシン
匿名（2件）�� �お米50Kg
匿名�� �切手（4,694円分）
匿名�� �食料品
匿名�� �ハガキ311枚

～令和6年9月6日から令和6年12月9日までの受付分～
� （順不同・敬称略）

ありがとうございました
令和6年10月15日（火）に山武市シルバー人材センターの皆様が
成東老人福祉センターで草刈り等の奉仕活動をしてくださいました。
皆様のおかげでとても綺麗になり、センターを利用する方々も「気

持ちがいいね。」と喜んでいました。ありがとうございました。
奉仕活動の様子

before after

一般相談 「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約可能です。当日受付できます。受付は午後4時までです。）

法律相談 法律的な悩みは、こちらで相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回30分までです。）

場所
実施月

第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 7日 14日 21日 28日
2月 4日 休み 18日 25日
3月 4日 11日 18日 25日

場所
実施月

第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 8日 15日 22日 29日
2月 5日 12日 19日 26日
3月 5日 12日 19日 26日

開設場所 成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）


